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 本研 究においては，多 くの高校，専門学校，短大，大学，そ して企業の方 々に被験者 と

してご協 力いた だきま した。 これ らの方 々に この場 を借 りて深 く御礼 申し上げます。

 デ ータ収集にあた っては，慶応義塾大学文学部の古崎敬先生，海津忠雄先生，関場武先

生， 前田富士男先生， そ して， 慶応義塾大学産業研究所主催のSCTセ ミナーの受講生

(1991年 度)の 方々に多大なご尽力を賜 リま した。また，(株)福 武書店には 「進研スコー

プ」誌上において，データ収集にご協力いただきま した。道 見由貴氏をは じめ，ご協 力い

ただいたスタ ッフの方々に感謝の意を表 します。

 また，テス ト用紙改訂の作業にあた ってご協力いただいた，大 学院パーソナ リティ実習

の受講生の方々に心よ り御礼申 し上げます。

 最後に，慶応パーソナ リテ ィ研究会 のメンバーの方 々には，デ ータ収集 をは じめ様 々な

点においてご助力いただきま した。特 に櫃田紋子 氏には，Doaefuグ ループ ・テス トの研

究初期 から携 わっていただき，今 回の改訂 においても貴重 なご助言 を賜 りま した。 ここに

記 して感謝 の意を表す る次第です。

執 筆 者 紹 介

● まきた ひ とし (慶應義塾大学名誉教授)

●にしむら まゆみ

●いわ くま しろ う (慶應義塾大学新聞研究所研究員)
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1.1.指 向 的側 面

 パ ー ソナ リテ ィの と らえ 方 に は さ ま ざ ま な 理

論 ・立場 が あ るが ， わ れ わ れ は パ ー ソナ リテ ィの

構 造 を 次 の よ うな ス キ ー ム と して と らえ るのが よ

い の で は な い か と考 え て い る。す なわ ち ， パ ー ソ

ナ リテ ィの構 造 は3つ の ク ラス ター に大 別す る こ

とが で き る 。1つ め の ク ラス ター は社 会 生 物 的 基

礎 とで も 呼 ぶ べ き も ので あ る 。 そ の 内容 と して

は ， そ の 人 を取 り巻 く文 化 的環 境 で あ る社 会 や 家

庭 ， そ して パ ー ソナ リテ ィの 素 材 と して の生 物 的

基礎 で あ る身 体 と知能 とが 考 え られ る。2つ め の

ク ラス タ ー は 性 格 で あ り， そ れ は 体 質 と も 関 連

し，遺 伝 的 ・素材 的 要 素 の強 い：気質 と， 後 天 的 な

獲 得 的 様 相 の強 い 力 動 に わ け て考 え る こ とが で き

る。3つ め の クラ ス タ ーは そ の人 の指 向 的 な 側 面

で あ り， そ の 内容 は 願 望 ・興 味 ， 生 活 態 度 ， 価 値

観 人 生 観 とい った もの を 考 え る こ と が で き る

(槇田 ・岩 熊 ・西 村 ，1993)。

 パ ー ソナ リテ ィの 診 断 は ， そ の よ うな ス キ ー ム

の 内容 に よ って 種hの テ ス トを 組 合 せ ，総 合 的 な

判 断 を 下 す こ とが 望 ま しい 。本 研 究 で取 り上 げ る

「Dosefuグ ル ー プ ・テ ス ト」 は， パ ー ソナ リテ ィ

の指 向 的 側 面 を と らえ る こ とを 目的 と して 槇 田 ら

に よ って 開 発 され た テ ス トで あ る(槇 田 ・佐 野 ・

櫃 田，1972)。

 愼 田 らは ， 指 向 的 側 面 を 人 生 観 ・生 活 態度 ・目

標 ・キ ャセ クシ ョンな ど， そ の 人 の 全 人 格 が 指 向

して い る側 面 と して と らえ て い る 。一 方 ，狭 義 の

パ ー ソナ リテ ィを そ の 形 成 とい う観 点 で と らえ た

場 合 ， 同 心 円 状 の 図 式 を 想 定す る こ とが一 般 的 で

あ る(図1)。 図 で み られ る よ うに ，先 天 的 な性 格

特 性 ・体 質 と密 接 な 関 係 が あ る 「気 質 」 を 同心 円

の中 心 に 置 き， そ こか ら外 側 に 向 か って 順 に ， 気

、

、

、

'

図1狭 義の パ ー ソナ りテ ィ(槇 田 ・佐野 1965

   よ り)              ・'
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質に加え多少環境の影響により形成 される性格特

性である 「狭義の性格」， 社会的 ・文化人類学的

条件によって形成される 「習慣的性格」， 種 々の

生活態度 ・価値観 ・人生観のようなものを総称 し

た 「態度」，その上に後天的に加えられる 「役割」

を考 える もの であ る。そ して，Dosefuグ ル_

プ ・テス トあるいは後述のDosefu個 人テス トが

とらえようとす るものは，同心円の 「態度」の比

較的下層の部分であ り，われわれが もっているさ

まざまな生活態度の基本的な側面，つま り 「基本

生活領域」に焦点を当てた ものである(槇 田 ・佐

野，1965)。

1・2・1)osefu個 人 テ ス ト

 人 間 の 指 向 的側 面 に つ い て は， さ ま ざ まな 研 究

が な され て き たが ， 一 般 的 に 思 弁 的 な 色 合 い の濃

い ものが 多 い 。た とえ ば，Spranger(1919)の6

つ の理 想 類 型(経 済 型 ，理 論 型 ，審 美 型 ， 宗 教 型 ，

権 力型 ， 社会 型)が 代 表 的 で あ る。

 槇 田 らは ， そ れ らに客 観 的 ・実 証 的 裏付 けが 無

い こ とを 指摘 し，指 向的 側 面 につ い て の客 観 的 な

デ ー タに 基 づ き，dimension(次 元)の 設 定 を行

な っ た 。 そ して， そ の次 元 に 基 づ いた テ ス トの開

発 を 目指 した 。そ の 結 果 まず 作 成 され た の が ，

「Dosefu個 人 テ ス ト」(槇 田 ・佐 野 ，1965)で

あ る。

 Dosefu個 人 テ ス トは ， 具 体 的 に は次 の よ うな

手 順 で作 成 され た 。

 まず ，多 数 の 人 間 に5つ の単 語 を 刺 激 と して あ

た え， そ れ に つ い て 頭 に 浮 か ん だ こ とをす べ て 言

わ せ る 。そ の よ うに して得 られ た 反 応(item)の

中 か ら代表 的 な 反 応 を 選 び 出 し， 類 似 性 判 断 と

H.Harman(1954)の 方 法 に よる因 子 分 析 を 用 い

て6つ の次 元 を 設 定 した 。各 次 元 の 内容 は 次 の通

りで あ る 。

dimension D(Daily life)

 日常 生 活 ， 家 庭 生 活 な ど に 関 係 の あ る も の

dimension O(Objective)

 客 観 的 ない し記 述 的(た とえ ば ， 犬 に は 足 が

 4本 あ るな ど， い わ ば 客 観 的 に 述 べ た もの)，

 理 論 的 ， 学 問 的

dimension S(Social interest)

 社 会 的 ， 社会 事 象 ， トピ ッ クな どにつ い て述

 べ た もの

dimension E(Emotional)

 情 緒 的 ， 心 理 的 な 観 察 な ど

dimension F(Fine&Arts)

 官 能 的 ， 審 美 的 ，芸 術 的 な もの

dimension U(Unique)

 非 常 に ユ ニー クな見 方 ， 奇 抜 な ア イ デ ィア な

 ど

 そ れ ぞ れ の次 元 の 内容 を あ らわ す英 単 語 の 頭 文

字 を そ の次 元 の名 称 と し， そ れ らを組 合せ て テ ス

トの 名 前(Dosefu)と した 。 そ して
， この次 元 に

の っ と り， す べ て のitemを ぼ らば らに 再 構 成

し， 「評 価 規 準 例 」 と した 。

 Dosefu個 人 テ ス トの施 行 ・評 価 方 法 は さ ま ざ

まな 試 行 の結 果 ， 概 略 次 の よ うな 方 法 を と る こ と

と した 。

 まず ， 被 験 者 に 刺 激 語(「 犬 」 「写 真 」 「木 」 「茶

碗 」 「お 金 」)を1つ ず つ示 し， それ につ い て頭 に

浮 か ん だ こ とをす べ て 口述 ， ま た は テ ス ト用 紙 に

筆 記 させ る。時 間 は各 問 題12分 を 与 え る 。評 価

者 は得 られ た 反 応 を 上 記 「評 価 規 準 例 」 に 照 ら し

合 わ せ ， どの 次 元 に 当 て は ま る反 応 で あ るか を1

つ ず つ 分 類 して い く 。そ して， 総 反 応 数 に対 す る

各 次 元 ご との反 応 数 の割 合 を算 出す る。そ れ が 被

験 者 の各 次 元 に対 す る得 点 とな る 。

 次 に ， テ ス トの結 果 を 表 示 す る方 法 と して ， 各

次 元 に 対 す る得 点 を あ る幅 の パ ーセ ン タイ ル 値 で

切 り(Cutting Point)， そ の 幅 を と った 人 間 に 対

して そ の 次 元 の レ ッテ ル を貼 る こ と と した 。各 次

元 で特 に 高 得 点 で あ っ た者 に対 して は， そ の次 元

を 強 く持 っ て い る も の と して大 文 字 を与 え， そ れ

に準 じた 者 には 小 文 字 を 与 え る 。実 際 のtypeの

表 示 は ，Dやoと い った 大 文 字 ，小 文 字 単 独 の場

合 もあ る し，Deuと い った 複 合 型 の場 合 も あ る 。

また ， ど の次 元 の得 点 もCutting Pointに 達 し

な か った場 合 に は ，M(miscellaneous)に な る 。



1.3.1)osefuグ ル ー プ ・テ ス ト

 以 上 の よ うに ，Dosefu個 人 テ ス トは作 成 され

た 。 しか しな が ら， この よ うな 指 向性 につ い て の

検 査 が お もに 実 用 化 され る場 が ， た とえ ば 高 校生

の 進 路 指 導 や 就 職 の 際 の 適 性 検 査 で あ る こ とを 考

え る と， 実 施 時 間 が 長 く， 集 計 の 手 間 の か か る個

人 テ ス トは 適 さな い 。 また ， 実 際 の 臨 床 場 面 で

も， 大 まか な 個 人 像 を 把 握 す る こ とを 目的 とす る

場 合 は ， も っ と 簡 単 な テ ス トの 存 在 が 求 め られ

る。 も しそ の 結 果 ， 精 査 が 必 要 で あ れ ば 個 人 テ ス

トを 試 行 す れ ぽ よい 。 そ こで ， 施 行 方 法 ・集 計 が

と もに 簡 易 で， 短 時 間 に 多 数 に 施 行 で き る テ ス ト

を 作 成 す る こ とに した 。

 あ くま でDosefu個 人 テ ス トを も とに した 簡 便

な方 法 の テ ス ト形 式 を 開 発 す るた め ， さ ま ざ まな

試 み ， 標 準 化 ， 改 訂 が 繰 り返 し行 わ れ た 。 そ の 結

果 ，Dosefuグ ル ー プ ・テ ス ト(槇 田 ・佐 野 ・櫃

田，1972)が 完 成 した。

 Dosefu個 人 テ ス トが 被 験 者 の 自発 的 表 現 を求

め る形 式 で あ った の に 対 し， グル ー プ ・テ ス ト

は ，選 択 式 の ペ ー パ ー ・テ ス トの形 式 を とる こ と

と した。 これ は ，5つ の刺 激 語 に対 し， それ ぞれ

10問 の 選 択 閭 題 を 設 け た もの で あ る。 各 問 題 は ，

個 人 テ ス トの評 価 規 準 例 を選 択 肢(item)と して

示 し， そ の 中 か ら 自分 の 言 い そ うな もの を2つ ず

つ 被験 者 に 選 択 させ る 。各 閥 のitemに はす べ て

の 次 元 が 含 まれ る よ うに し， さ らに それ ぞれ の 問

に お い て ，1つ の次 元 につ い て の み2つ のitem

が 含 まれ る よ うに した 。 そ の ため ， 各 問 のitem

の 数 は7つ とな る。 最 終 的 に は， 刺 激語 ご とに
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70の 選 択 肢 が あ り， 計350の 選 択 肢 が 用 意 され

る。 次 元 ご とに みれ ぽ ，D，0， S， E， Fは 刺 激：ご

とに12で ，計60の 選 択 肢 を設 け ，Uに つ い て

は 元 来反 応 数 が 少 な い ため ，各 刺 激 語 ご とに10，

計50の 選 択 肢 を設 け た。 そ して ，被 験 者 に は1

閥 ご とに2つ ず つ を選 択 させ る。 つ ま り，被 験 者

は5つ の 刺 激 語 の それ ぞれ に つ き20個 ， 計100

個 のitemの 選 択 を 求 め られ る。 結 果 の 集 計 は ，

各itemが 属 す る次 元 を 記 した 採 点 盤 を 用 い ，各

次 元 のitemの 個 数 を 得 点 と して 算 出 す る。 この

よ うな工 夫 を 行 な った 結 果 ， 実 施 時 間 は20～30

分 程 度 に 短 縮 し， 集 計 方 法 も評 価 者 がitemの 次

元 の判 断 を す る必 要 が な くな った 。 また ， 選 択 さ

れ たitem数 が 総 計100で あ る ため ，%を 算 出

す る必 要 も な くな る。

1.4.本 研究 の 目的

 上 記 の よ うに ，Dosefuグ ル ー プ ・テ ス トの作

成 に 際 して は ，幾 度 か のitemやCutting Point

の検 討 ・改訂 が な され て き た。 しか し， 最 終 的 に

Cutting Pointの 改 訂 の た め の デ ー タ収 集 を行 っ

た の が 昭和42年 で あ り，す で に20年 以 上 の年

月 が経 過 した 。 そ の た め ，選 択 肢(item)の 表 現

が古 い 感 じを 与 え た り，社 会 変 動 に よ り表 現 と し

て 適 切 で な い 部分 もあ る よ うに 思わ れ た。 ま た ，

さ ま ざ ま な社 会 事 象 の変 化 か らは ，得 点 の分 布 の

変 動 も予 測 され る。 そ こ で今 回 ，itemの 内 容 を

点 検 し， 適 切 で な い もの に 関 して は 変 更 を 行 な

い ， テ ス ト用 紙 を 改 訂 す る こ と と した。 それ に と

もな い ， 新 しい テ ス ト用 紙 での デ ー タ 収 集 を 行

い ，Cutting Pointに つ い て も検 討 を行 な っ た。
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2・1.テ ス ト用紙 の改 訂

 今 回 の 改訂 で は， まず ， テ ス ト用 紙 のitemの

検 討 を行 な った 。目的 の 項 で 述 べ た 通 り，Dosefu

グル ー プ ・テ ス トは初 版 作 成 か ら20年 以 上 の年

月が 経 過 して お り， 文 章 が 古 め か し く感 じられ た

り，社 会 現 象 の変 化 に よ り， 事 実 と異 な って しま

って い た り， 表 現 と して適 切 でな い 部 分 が 見 受 け

られ る。

 そ こで ，そ の よ うな 傾 向 が 認 め られ るitemに

対 し変 更 を加 え る こ とに した 。現 在 か ら将 来 に わ

た っ て 通 用 す る よ うな 表 現 を も取 り入 れ るた め

に ，Dosefu個 人 テ ス トの反 応 を用 い るこ とに し

た 。 まず ，1990年5月 に 大 学 生50名 を 被 験 老

と して得 られ たDosefu個 人 テ ス トの 反 応 か ら，

個 人 テ ス トの評 価 規 準 例 に は な か った 表 現 を 抜 き

出 した 。そ して ， そ れ ら の中 か ら， 今 日的 な 表 現

で は あ っ て も一 時 的 で は な く， や や 長 い スパ ンで

使 用 され る と思 わ れ る表 現 を 選 び 出 した 。新 しい

itemの 選 択 は ，大 学 院 在 学 以 上 の12名 の 合 議 に

よっ て進 め られ た 。

 以 上 の よ うな 手 続 きでitemの 検 討 を 行 った結

果 ， 何 らか の変 更 ・改 訂 を 行 ったitemは ， 全

350item中71 itemで あ った 。 改 訂 した 理 由は

さ ま ざ ま な も のが あ るが ， 大 別 す る と お よそ 次 の

よ うに な る 。

・今日ではほとんど使われない表現

く例：月給日。給料袋。一〉給料日。給与明細〉

・社会事象の変化により，事実と異なった り，ニ

 ュアンスの違いがあるもの。

<例 ：写真工業が 発達してカメラが一般的になっ

   た。→写真工業が発達 して簡単にきれいな

  写真がとれるようになった。〉

・現在では差別的表現 と判断される可能性がある

 もの。

<例 ：家計のや りくりは主婦の仕事。→家計のや

   りくりは悩みのタネ。〉

・読みやすさという点で漢字を平仮名に，または

 その逆にした方が よいと判断されたもの。

〈例：御飯茶碗→ ごはん茶わん〉

 今回の改訂では5つ の刺激語については特に改

訂の必要はないと判断し， 「茶碗」 をより平易に

する目的で 「茶わん」とい う表記に変更 した他は
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変 更 を 行 って い な い 。

 な お， 改 訂 され た全itemの 内 容 な らび に ， 旧

itemか らの変 更 点 につ い ては ， 資 料 編 に 掲 載 し

た 。

 次 に， テ ス ト用 紙 の表 紙 の部 分 に つ い て は ， 以

下 の よ うな 変 更 を 行 な った 。

 「記 入 の 仕方 」 の 部 分 に つ い て は1イ ンス トラ

クシ ョンの 文 章 は そ の ま ま と し， 例題 を 変 更 し

た 。旧 テ ス ト用 紙 に 例題 と して あ げ られ て い た も

の は 「た ぽ こ」 で あ っ たが ， 「た ば こ」 が 今後 社

会 的 な 問題 と して イ メー ジ され て も， 被 験 者 に 日

常 的 で親 しみ や す い も の と して と ら}ら れ な くな

る可 能 性 が あ り， 例 題 と して は 不 適 切 と思 わ れ た

た め ， これ を 「コ ー ヒ ー」に 変 更 し，新 た なitem

例 を 作 成 した 。

 新 た な テス ト用 紙 の 「記 入 の 仕方 」 は次 の通

り。

 記入の仕方

1 まず，上のらんに性別と年齢を記入して下 さ

い 。

2 も し， あ な たが 「コー ヒー」に つ い て “頭 に浮

か ぶ 事 を 何 で もい い な さい ” とい わ れ た ら どん な

事 を い い ます か 。 ち ょっ と， 目をつ ぶ っ て考 え て

み てTさ い 。

 例 え ば，下 の 「例 」に あ げ て あ る よ うな ものが ，

い ろい ろ浮 か ぶ だ ろ う と思 い ます 。

 こ の紙 を め くる と， この よ うな 「1っ の こ とば 」

に つ い て ， 大 ぜ い の 人 に 言 って も ら った事 が ， い

ろ い ろ 書 い て あ ります 。 そ して， そ れ らは 「例 」

に あ げ て あ る よ うに ，7っ ず っ1組 に な っ て い ま

す 。

 そ の7つ を よ く読 ん で， “あ な た だ った ら い い
           み            れ しソ

そ うだ と思 う もの ” を2つ だ け え らん で 「例 」 の

よ うに ○ をつ け て下 さい 。

 あ ま りい い そ うだ とい うも のが な い 時 で も， い

ち ぽ ん近 そ うな もの を2つ え らん で下 さい 。

 時 間 の 制 限 は あ りませ ん が ， で き るだ け早 くや

っ て下 さい 。

「コ ー ヒ ー 」

イ

◎

ハ

ホ

㊦

ト

【例】

コー ヒー の原 産 地 は ア フ リカ
。

コー ヒー代 もば か に な らな い
。

お もに 熱 帯 地 方 で 裁 培 され て い る。

コ ー ヒ ー豆 の 種 類 は 多 い 。

コ ー ヒ ーの 香 りを か ぐ と， くつ ろ いだ 気 分

に な る。

コー ヒー を飲 む と， 夜 眠 れ な くな る 。

喫 茶 店 の レジで コー ヒー代 を 誰 が もつ か で

もめ て い る グル ー プ 。

 なお，再標準化のためのデータ収集に用いたテ

ス ト用紙では，被験者の抵抗感を弱めてデータ回

収の可能性を高めるため無記名 とし，性別 と年齢

のみを記入させた。

 また，通常のテス ト用紙の裏面にある採点用の

ヒス トグラムも削除 した。

2.2.デ ー タ の 収 集

 以 上 の よ うな 手続 きで作 成 され た新 た な テ ス ト

用 紙 を用 い て ， デ ー タ収 集 を行 な っ た 。 今 回対 象

と した 集 団 は，Dosefuグ ル ー プ ・テ ス トが 主 と

して高 校 生 や 大 学 生 の進 路 指 導 や 社 員 採 用 の適 性

診 断 の場 で利 用 され る こ とを考 慮 し， 高 校 生 ， 専

門 学 校 生 ，短 大 生 ，大 学 生 ，20才 台 の 社 会 人 と し

た 。 これ ら のデ ー タは ， 複数 の 集 団 か ら収 集 し，

サ ン プル が特 定 の 集 団 に偏 る こ との な い よ う配 慮

した 。

 デ ー タ収 集 は， 教 室 で の集 団施 行 ， あ るいは 持

ち帰 りで記 入 させ る方 法 を とった 。

 この よ うな 方 法 で 平 成3年(1991年)か ら同

4年(1992年)に か け て デ ー タの 収 集 を 行 った結

果 ， 回収 され た サ ン プル 数 は ，男 性1，319名 ， 女

性1，813名 ， 計3，132名 で あ る 。属 性 別 にみ る

と，高 校 生1，172名 ，大 学 生(専 門 学 校 生 ，短 大

生 ，大 学 生)1，202名 ，社 会 人(会 社 員 ，主 婦 ，そ

の他)758名 で あ る 。



3

結果

3.1.

3.2.

3.3.

3.4.

3.5.

3.6.

3.7.

改訂されたitemの 妥当性     51

刺激語別にみた各次元の平均得点……51

性別 ・属性による各次元の平均得点…52

Cutting Pointの 決定       53

次元間の相関 54

性別でみた被レッテル者の分布………54

属性別にみた被レッテル者の分布……56

3.1.改 訂 され たitemの 妥 当性

 今回 改 訂 され たitemが 妥 当 で あ るか ど うか 検

討 す るため ，itemご との反 応 数 と反 応 頻 度 を 算

出 した 。そ の 結 果 に つ い て は ，資 料 編 に 掲載 し

た 。 初 版 の標 準 化 の過 程 と同様 に ，itemが 妥 当

で あ るか ど うか の基 準 をitemが 極 端 な 反 応 頻 度

を示 さな い こ と と し，70%以 上 ま た は10%以 下

の反 応 頻 度 を 示 すitemの チ ェ ッ クを 行 な った 。

 今 回何 らか の改 訂 ・変 更 を行 な った 全71item

の うち， そ の よ うな 反 応 頻 度 を 示 した も の は ，

70%以 上 が1item，10%以 下 が7itemで あ っ

た 。それ らのitemがDOSEFUの うち ど の次 元

に属 す るitemで あ るか を み る と，70%以 上 の

1itemは ， Dに 属 し 〔犬3イ 「朝 と晩 に 散 歩 さ

せ る。」77.8%〕 ，10%以 下 のitemは ， Uが4

item〔 木1へ 「木 の毒 一気 の 毒 」6.0%， 木2二

「お まえ の 目は ふ しあな 。」4.1%， 茶 わ ん9二 「湯

呑 茶 わ ん の 中 の 入れ 歯 。」7.1%， お金1ト 「コイ

ン ・ トス 。銭 うらな い 。」7.3%〕 ，Sが2item〔 茶

わ ん1ハ 「茶 わ ん の 産 地 は 中 部 地 方 に 多 い 。」

9.6%， 茶 わ ん6イ 「茶 わ ん の製 法 は 中 国 か ら伝

わ って きた 。」9.6%〕 ，Fが1item〔 茶 わ ん2へ

「茶 わ ん の に ぶ い光 沢 。」9.5%〕 で あ った 。

 Dは 日常 生 活 に 密 着 した 内容 で ，基 本 的 な 次 元

で あ り， 選 択 しや す いitemで あ る 。 反 対 にU

は 文 字 どお りユ ニ ー クな 内 容 を 示 す 次 元 で あ り，

選 択 率 は 低 くな りや す い 。 そ の他 のSやFの

itemの 反 応 頻度 は い ず れ も9.5%以 上 で あ る 。

従 って ， 今回 のitemの 改 訂 に つ い て は 特 に 問 題

な い と判 断 した 。

3.2.刺 激語別 にみた各次元の平均得点

 Dosefuグ ル ー プ ・テ ス トに お い ては ， 被 験 者

は7itemの 中 か ら2つ を 選 択 す る とい う施 行 を

1つ の 刺 激 語 に 対 し10回 繰 り返 す 。従 っ て，1

つ の刺 激 語 に つ き20個 のitemが 選 択 され る 。

そ れ が 「犬 」 「写 真 」 「木 」 「茶 わ ん」 「お 金 」 の5

つ の刺 激 語 に 対 して な され るの で ， 最 終 的 に 被 験

者 は100itemを 選 択 す る こ とに な る 。 よっ て，

100itemの 各次 元 ご との 個 数 を 数 え る こ とで ，

そ の ま まそ の被 験 者 の 各 次 元 に 対 す る 得 点 とな

る 。

 一 人 の被 験 者 が 平 均 して 各 次 元 い くつ のitem
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表1刺 激語別にみた各次元の平均得点
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を 選 択 し た か を 示す 平 均 得 点 を 刺 激 語 別 に 算 出

し，新 旧 の デ ー タ を比 較 した 結 果 は表1の 通 りで

あ る。

 表1の 結 果 を 全 般 的 に み る と， どの 刺 激 語 に お

い て もDが 最 も高 得 点 で ，つ い でEが 高 い 得 点

を 示 し，Uは 比 較 的 得 点 が低 い とい う傾 向 は共 通

して い る。刺 激 語 に よ る傾 向 の 違 い は ，「木 」に お

い てFの 得 点が 他 に比 して高 い こ と ぐらい で あ っ

た 。 「木 」 に お い て よ り美 的 なitemが 選 択 され

や す い とい うのは 了 解 可 能 な結 果 で あ る。

 旧 デ ー タ と比 較 してみ る と， 刺 激 語 に よ る得 点

の差 は縮 小化 して い る。 旧 デ ー タで は 「木 」 に お

い て最 も高 得 点 で あ った のは ，Fの 次 元 で あ り，

Dの 平 均 得 点 はUに つ い で低 い もの で あ った
。

また ，「お 金」 で は比 較 的Sのitemが 選 択 され

やす い の で は な い か と予 測 され るが， 今 回 の デ ー

タ で は平 均 得 点 は2・8と ，5つ の刺 激 語 の うち最

も低 い 。旧 デ ー タ で は4.0で あ り，減 少 の傾 向 に

あ る 。

 以 上 の よ うに ， 各 次 元 に 対す る平 均 得 点 の あ ら

わ れ か た は ， 各刺 激 語 で ほ ぼ共 通 して お り， 刺 激

語 に よ る差 異 も今 回 の デ ー タ で は 旧 デ ー タに 比 べ

て縮 小 化 してお り， 「犬」 「写 真 」 「木 」 「茶 わ ん 」

「お金 」 は，Dosefuグ ル ー プ ・テ ス トの 刺 激 語 と

して 適 切 な もの で あ る と判 断 した 。

3.3.性 別 ・属性 に よ る各 次元 の平 均得 点

 性別と属性別にみた各次元の平均得点と標準偏
差を算出した結果を表2に 示す。

 まず，各次元 の平均得点 から次元 を大別する
と・高い得点を示すD，Eと ，やや高い得点を示
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元 と比 べー 般 的 に選 択 され に くい次 元 で あ る と言

え る 。旧 デ ー タで も， この傾 向 は 同様 に 見 られ る

が ，Dの 平 均 得 点が23.8か ら28.0へ と大 き く上

昇 し，Fの 平 均 得 点 は15.0か ら11.5に 減 少 す る

動 ぎが 特 に 大 きな 変 動 と して 認 め られ た 。 また ，

0，S， Eで はや や 減 少 し， Uで は や や 増 加 した 。

 性 別 を 見 る と，女 性 はD，Eに お い て 男 性 よ り

高 い得 点 を示 して お り，男 性 は0，S， Uで 女 性 よ

り高 い得 点 を示 して い るが ，Fで は ほ とん ど男 女

差 は認 め られ な い 。女 性 がD，E的 で， 男 性 は 女

性 よ り0，S，U的 で あ る とい うイ メ ー ジは ，社 会

一 般 に認 め られ て い る女 性 ら しさ
， 男 性 ら しさ の

イ メー ジ と一・致 す る もの で あ る 。 こ の傾 向は 旧 デ

ー タ と同様 で あ るが ，数 値 の 点 でみ る と男 女 差 は

縮 小 して い る。Dに お い て 男 性 の 平 均 得 点 が21.3

か ら26.0と 高 くな り，Eで は女 性 の平 均 得 点が

28.4か ら25.9へ と低 くな って い る 。また ，Uに

お い て は 女 性 の 平 均 得 点 が 高 くな って い る。

 属 性 別 にみ た 場 合 ，大 き な 差 は 認 め られ な い

が ，社 会 人 でSの 得 点 が 他 に 比 して 高 く，大 学 生

で はFが 高 い 。Uは 高 校 生 で高 い 得 点 を 示 し，

年 齢 が 高 くな るに した が い ， 得 点 は低 くな る傾 向

が あ る 。社 会 人 に な る と被 験 者 を 取 り巻 く環 境 か

ら社 会 的 な 関 心 を 持 つ こ とが 多 くな る と思 わ れ る

し， 大 学 生 の年 代 で は 最 も美 的 な 感 覚 に つ い て 関

心 が 深 ま る こ と も納 得 で き る 。 また ， 高 校 生 の 年

代 で他 者 と違 う自己 を 強 調 し よ うとす る傾 向 の反

映 と してUの 得 点が 高 く， 加齢 に従 っ て協 調 的 ，

常 識 的 な態 度 を社 会 か ら要 請 され る よ うに な り，

Uの 得 点 は 低 くな っ て い く と考 え る こ と もで き

る。属 性 を 男女 別 に比 較 した場 合 に は ， 大 学 生 の

男性 は 他 の属 性 の 男性 に 比 べ て ，Eの 得 点 が 高

く，Sが 低 い とい う， 女 性 の特 徴 に 近 い 傾 向を 示

して い る。

 旧 デ ー タ との比 較 とい う点 で は， 特 に次 の よ う

な 変 化 が 認 め られ た 。大 学 生 の 男性 でDの 数 値

が 高 くな って い る こ と， 社 会 人 の男 性 の0とS

の数 値 が 低 くな って い る こ と， 高 校 生 ， 大 学 生 の

Fの 数 値 が 低 くな っ て い る こ と， 社 会 人 のUの

数 値 が 高 くな って い る こ と とい った 点 で あ る。つ

ま り， 属 性 に よ る差 異 も縮 小 の傾 向 に あ る とみ る

こ とが で き る 。
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3.4.Cutting Pointの 決 定

 以 上 の よ うな 基 本 的 な 傾 向 の 変 化 を 踏 まえ た 上

で， 新 しいCutting Pointを 決 定 した 。 Dosefu

テ ス トで は ， あ る幅 のパ ー セ ン タイ ル 値 を と った

被 験 者 に そ の次 元 の レ ッテ ルを は る 。つ ま り， 最

上 位 群 の被 験 者 に そ の次 元 の大 文 字 ， そ れ に 準 じ

た群 に小 文 字 を レ ッテ ル と して与 え る 。そ して ，

各 次 元 で大 文 字 ， 小 文 字 の レ ッテ ルを は る境 界 の

得 点 がCutting Pointで あ る 。

 新 しいCutting Pointは ， 各 次 元 の相 対 累 積

度 数 の カー ブを参 考 に， 旧版 の標 準 化 の過 程 で 採

られ て きた パ ー セ ン タイ ル値 を規 準 に して決 定 し

た 。

四

9a

働

η

6a

s日

珊

36

2日

10

燹

oD +p og

ng xF vU

       得点

図2 各次元の相対累積度数分布

表3新 しいCutting Point

一一

D 40.0^一 (38.0)

d 36.0^一 (34.0)
            『一L

0 23.0^一 〇28.0)

0
 一

19.0^一 (23.0)

S 26.0^一 (30.0)

S 22.0^一 (25.0)

E

e

  37.0^一 (40.0)

  33.0^一 (36.0)
一 冖}一 }一 .

F 23.0^一 (29.0)

f 18.0^一 く24.0)

U 23.0^一 く24.0)

u   16.0  (17.0)
一胃舮 野 「 7

注)( )内 の数値 は 旧版のCutting

 Pointを しめす.
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  各 次 元 の相 対 累 積 度 数 分 布 を図2に 示 す 。 今 回

 の デ ー タ では ， カ ー ブの と り方 か らみ て ，6っ の

 次 元 を3っ の グル ー プに 分 類 す る こ とが で きる 。

 つ ま り，緩 や か な カ ー ブ を示 すDとE， 急 激 な カ

 ー ブを 示 すU， 中 間 的 な：Sと0とFの3グ ル

 ー プで あ る。Uの 次 元 が 他 の5次 元 とか な り異

な っ た性 質 を持 つ 次 元 で あ り，Cutting Pointの

決 定 に お い て も他 の次 元 と違 う扱 い をす べ きで あ

 る こ とは ， 今 回 の デ ー タで も同様 に確 認 され た 。

U以 外 の次 元 を ほ ぼ 同 じ規 準 で 扱 うこ とが 問 題

な い と して も， 旧 デ ー タ と比 較 してみ た 場 合 ， 次

元 の持 つ 性 質 が や や 変 化 して い るの で は な い か と

思 わ れ る よ うな 傾 向 もみ られ た 。 そ の中 では ，E

に つ い て の 変 化 が特 筆 され る。 旧 デ ー タ に お い て

は ，平 均 得 点が 高 く緩 や か な カ ー ブ の形 を描 い て

い たD，0，Sが1っ の グル ー プ と して 基 本 的 な

次 元 で あ る と考 察 され た のに 対 し，EはFと 同

様 のや や 急 な カ ー ブを 描 い て お り，一 般 に人 間 に

共 通 した次 元 で あ る とい う よ りは， 基 本 的 な次 元

に付 加 され る色 合 い の よ うな性 格 を 持 つ もの と考

察 され た 。今 回 の デ ー タで は ，Eは 非 常 にD的

な ， つ ま り人 間 と して か な り一 般 的 な 次 元 と して

の 性 質 を も って 来 て い る よ うに見 受 け られ た
。 ま

た ，0やSはF的 な傾 向 に近 付 い て い る と考 え

る こ とが で き る 。

 旧版 の標 準 化 の過 程 に お い ては ， 何 度 かCut-

tingの 改 訂 を 行 な って きた が ，パ ーセ ン タイ ル値

をDosefu個 人 テ ス トの規 準 に準 じて採 用 して い

る。す な わ ち ・U以 外 の5次 元 につ い ては ，大 文

字 は上 位 約4%， 小 文 字 は そ れ に つ く・約8%0， 計

12%。Uは 大 文 字 約1%， 小 文 字 約3%0
， 計約

4%と い うもの で あ る。 今 回 の 改訂 に お い て も
，

そ の数 値 を 規準 と して ，Cutting Pointを 決 定 し

た 。 そ の結 果 を表3に 示 す 。

 Cutting Pointは 今 回 の改 訂 で か な り大 きな 変

動 を 示 した 。そ の 動 きは ，各 次 元 の平 均 得 点 に お

け る変 化 で 予測 され る よ うに，Dで 高 く，0 ， S，

E，Fで 低 くな る とい う もの で あ っ た
。 変 化 の 幅

は3点 か ら6点 とか な り大 きな もの とな った 。

Uに お い て も，大 文 字 ， 小文 字 と も1点 ず つ 低 く

な る とい う変 動 が 見 られ た 。

表4 各次元の得点間の積率相関係数
r冖 一

1・二一=

D
 ・ }

0

     D⊥0・ ⊥E⊥ ヒE

罫 圏語
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3.5.次 元間 の相 関

 各次元の得点間の積率相関係数を表4に 示す。
Dは すべての次元と負の相関を示 し，他の組合せ

もほとんどが負の相関を示 している。 しか し，0

とS・EとF，FとUの 組合せでは正の相関が

みられた。確かに次元の意味から考えると，0を

選択 しやすい被験者はSの 次元に関心を持っで

あろ うし，Eの 傾向を強 く持つ被験者はFの 傾

向を合わせ持っているように思われる。また，F

を多 く選択する被験者は個性を大事にす るであろ

う。特に0とSは ・44と高い正の相関を示 し，
次元相互の密な関連性を感 じさせる。

 負の相関の中で高い値を示 したのは，0とE

で 一・56・SとEで 一.57で あった。Eの 反応を

強 く示す被験者は0やSの 反応は選択 しないと

い うのもイメージとしてうなずける結果である
。

3.6.性 別で み た被 レッテル者 の分 布

 表5は ， 新 しいCutting Pointに 基 づ い た各

次 元 の 被 レ ッテ ル者 の分 布 を， 男 女 別 に 示 した も

の で あ る。

 これ を み る と・DとEの 次 元 は 男 性 よ り女性

の方 が 被 レ ッテル 者 は 多 く，0
，Sの 次 元 で は 男

性 の 方 が 多 い 。Fは あ ま り男 女差 が表 れ ず ， Uは

や や 男性 の方 が 被 レ ッテ ル者 が 多 い 。 また ， この

よ うな傾 向が ， 表2の 平 均 得 点 でみ た 場 合 よ り
，

よ り強 い 傾 向 と して 表 れ て い る こ とが 分 か る
。
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表5性 別でみ た被 レッテル者の分布

新 デ ー タ コ「 旧 デ ー タ

D

0

s

E

F

U

X

d

 

〇

一

S

一

e

【

f

 

U

【

X

 M

 E

注)D+α とは，大文字Dと 何らかの小文字のレッテル を持つ被験者をあらわす。つまり，Dを 基本 とす る者 という意味

  である。以下岡様。

  Xと は大文字の合計、Xは 小文字の合計をあらわす。

  複合とは，一人で2つ 以上の レッテルを持つ者のことで，XYは 大文字の複合， xyは 小文字の複合をあらわ してい

  る。

  また，Mはmiscel laneousの ことで、 レッテルのつかない被験者 をあ らわす.
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 これらの特徴は，旧データが示したものと全 く

同様のものである。しかしながら，被 レッテル者

の割合を旧データと比較す ると，次のような変化

が認められた。

 Dの 被 レッテル者においては，女性は大文字，

小文字共減少 しているが，特に大文字でその傾向

が強い。男性は大文字ではやや減少しているが，

小文字では増加している。0の 次元では女性で大

文字小文字共に増加 しているが，特に小文字で変

化が大きい。Fの 次元は旧データでも男女差がは

っき りしていなかったが，今回のデータではます

ます 男 女差 は 小 さ くな っ て い る。 さ らにUの 次

元 で は， 大 文 字 の男 性 が 減 少 してい る 。つ ま り，

こ こ で も新 旧 デ ー タで の数 値 の変 化 は ， 男 女 差 の

縮 小 化 の傾 向を 示 して い る 。

3.7.属 性別 にみた被 レッテル者 の分 布

 属性別にみた被 レッテル者の分布は表6の 通 り

である。

 全般的にみて，属性で特に大 きな差は認められ

ないが，傾向としては次のようなものがあげ られ

表6 属性別にみた被レッテル者の分析

「
一 曹曹  一}一 ■
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一一 結果一  57

る。社会 人 でSの 被 レ ッテ ル者 が 多 く，Eの 被 レ

ッテ ル者 は年 齢 の低 い 層(高 校 生 ・大 学 生)で 多

い 。 大 学 生 でFの 被 レ ッテル 者 が や や 多 く，U

の被 レ ッテ ル者 は年 齢 が 高 くな る と減 って い く傾

向 に あ る。

 以上 の よ うな傾 向 は平 均 得 点 で の結 果 と一 致 す

る もの で あ り， 旧 デ ー タで も全 般 的 な 傾 向 と して

あ らわ れ た もので あ った 。 しか しな が ら，個 々の

数 値 を新 旧 デ ー タで 比 較 を 行 な うと， 属 性 間 の差

を 縮 め る傾 向で の変 動 が い くつ か 認 め られ た 。

 Dの 次 元 で は 旧 デ ー タで は 社 会 人 の 被 レ ッテ

ル 老 が 多 か った の に 比 べ ，新 デ ー タで は社 会 人 で

減 少 し，大 学 生 で増 加 して お り，数 値 は平 板 化 し

て い る。Fの 次 元 で は 社 会 人 で 増 加 し，大 学 生 で

減 少 して い る。Uの 次 元 で は高 校 生 の被 レ ッテル

者 が減 少 し，一一方 で社 会 人 の被 レ ッテル 者 が や や

増 加 して い る。何 らか の レ ッテ ルが つ け られ る被

験 者 の割 合(X計)は ， 旧 デ ー タで は 加 齢 と共 に

漸 次増 加 の傾 向 に あ っ たが ， 新 デ ー タで は そ の よ

うな傾 向 は見 られ な い 。
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 Dosefuグ ループ ・テス トは，標準化のための

最終的な改訂の作業を行ってから20年 以上の年

月が経過 してお り，itemの 表現が古 くなった り，

表現として適切でないと思われる部分があった。

今回の改訂では， まず，itemの 内容 ・表現が現

時点で，また今後使用 していく上で適切であるか

を検討す る作業を行ない，不適切な部分について

は変更を行なって，新 しいテス ト用紙を作成する

ことを目的とした。変更を行なったitemに つい

ては，反応頻度か ら妥当性を検討 したが，極端な

反応頻度を示 したものは，変更を行った71item

中8itemに すぎず，また次元のもつ意味や数値

を検討 した結果，各hitemと してほぼ問題はな

いものと判断 した。

 各性別や属性による次元間の差についても，旧

データと同様の結果が得られた。すなわち，女性

はD，Eの 次元で強 く出やす く，一方男性ではそ

れは0，S， Uの 次元で強 く出やすかった。一方，

Fの 次元は比較的男女差が 出に くい次元であっ

た。社会人はSの 次元が多く出やす く，大学生で

はFが それにあたる。Uの 次元は高校生 ・大学

生の低年齢層で強 く出る傾向にある。

 改訂版においても旧版とほぼ一貫した傾向が得

られ た とい うこ とは ，Dosefuグ ル ー プ ・テ ス ト

の 信 頼性 を裏 付 け る もの と言 え る
。

 今 回 の結 果 を 旧 デ ー タ と比 較 した 場 合 ， ど の分

析 に お い て も男女 差 ， 属 性 に よる差 の縮 小 化 が 一一

貫 した 傾 向 と して と らえ ら れ た 。元 来 ，Dosefu

グル ー プ ・テ ス トは性 別 ， 属 性 に よ る差 は そ れ ほ

ど大 き な もの では な く， 評 価 の 数 値 もそ れ らに よ

っ て修 正 す る措 置 は 採 って い な い 。今 回 の デ ー タ

で は， そ れ に も増 して ， 男 女 差 ， 属 性 に よ る差 が

小 さ くな る とい う傾 向 を 示 した 。

 今 回 ， 変 化 とい うもの は ，特 に 平 均 得 点 ，Cut。

ting Pointの 数 値 に お い て 顕 著 に み られ た
。 社

会 全 体 の 平 均 的 な 傾 向 と して み た場 合，D ， E的

な 傾 向 が 主 流 で あ り，0，S， Fは ど ち らか とい

え ば マ イ ナ ー な 存 在 に な っ て き て い る と言 え よ

う・D，Eが 女 性 で よ り出や す い次 元 で あ る こ と

を前 提 にす れ ば， い ま 日本 の社 会 で 優 勢 を 占 め て

い る文 化 は女 性 的 な も ので あ る と も言 え る し
， 男

性 が 指 向 の面 に お い て よ り女 性 的 に な った と解 釈

す る こ と もで き る 。そ うい う意 味 で は ， 今 回平 均

得 点 で 特 に 大 学 生 男 子 が 示 した傾 向 は非 常 に興 味

深 い 。

 また ， 次 元 の持 つ 特 徴 の 変化 とい う点 で も， 今
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回 興 味 深 い 結 果 が 得 られ た よ うに 思 わ れ る 。特

に ，相 対 累 積 度 数 の描 くカ ー ブ の形 態 を み る と，

EはDに よ り近 付 い て お り，一 方0
，SはFに

近 付 い て い る よ うに 思 わ れ る 。

 この よ うな結 果 か らみ て，D， Eが い ま一 般 的

に受 け入 れ や す い 次 元 で あ る と して も， 人 間 が持

つ指向性 の次元 として，何が 基本的な ものなの

か，また，基本的な次元が時代的な影響を受けて

変わ り得るものなのか，次元相互の構造 がどの様

な意味を持つのかなど，人間の指向性の研究とい

う点において今後 もさまざまな角度から検討が必

要であると思われ る。
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資料 項 目別反応数(犬 一1)
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項 目別反応数(犬 一2)

一一
一 ，一-__ 反応頻度

            新版の項目《旧版》
一

領域

譜 ～ξ[二譱 王 全体%
一7.}一 一}

11i .               一.一                       .『                             一.

犬6イ 犬は哺乳類である。 0

一 ，

266；20.2
 .一毫

252：13.9

  閲}.『配  疊

518；16.5

   ロ 南極探検と犬ゾリ。
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E
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  ■

449；34.0

尋

  1

338118.6
 一}一

  ，

787；25.]                             .一.                            一
犬9イ ひきしまった下腹部の線。 F 1661126 28。15.9† 蟇 轟5

ロ 元来は肉食である。
0

  1
265。201

  1

338 is 6
  圏
603 193

  ハ 小 さな犬 でも、泥棒よけになる。
PF一 D

  1

565；42.8
  ■
867；47.8

    `
  1
1432；45.7

二 犬はさび しが りやだ。
E

  ■

7099538
  1

1326；73.1

  ト

2035：65.0

ホ 闘犬の本場は土佐。
S 4841367 sos；is.s

  I

  r

790125.2
rへ 犬は全色盲である。

0
  ，

258；19.6
  顴
335；18.5

  1
593；18.9

ト r犬」にかみついたr人 間」。
U

 1

190；14.9
  L
17119.4

  L
361111.5一一  一一 『.ニー エh・      一         一                一P一.                    ■.一 一一'                          .ヨヨ   ー   r        三宀飼一、一=～ _鼡 一；一

犬10イ 狼か ら進化したといわれ る。
鹽 」 0 2148162

  ，

一一一一 十 ・一 一… ・一一十 一 一

 280段154 494，158

ロ 首す じをだいた時の感触。
F 2121is 1

  r
322 178

  1

534 170

ハ .ｫ     ｻ . 《犬のような顔。 チンクシャ(ブ ル面)。 》 U
  1
284：21.5

  9
217；12.0

  じ

501；16.0

  二 鈍喜 《純心》な目.  誠実な性質.
髄 E

  1

543；41.2
  卜
976153.8

  L
1519；48.5

ホ 猟犬。 盲導犬。 軍用犬。
S

一
   「

 4971377
   ，

  ，

573'316
  ト ー一一一

1070'342

へ すぐ、 くつ等をくわえて持 ってい く. D 563i427   r869 479   1

1432 457

 ト 運動感のある形で動 く。
..}.一{下 罰L一一         「 .                   曜

F
o

324；24.6358；21.9
  1
712；22.7. 一凾.  一 一   .   幽     一      一.F一 . 冖 一 ・h㎎竃一 一 〉一   一漕 _
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項 目別反応 数(写 真一1)

新版の項目 《旧版》

写真1イ 露出時間は しぼ りによって異なる。

匸匝L
   O

ロ 写真のほめ方はむずかしい。

ハ 火事の写真などをしろうとが とって新聞社へ売 る。

二 低速度写真。 赱ン上グニJ-a《 立体写真》。 赤外線写真。

ホ 結婚式で写 した しろうと写真。

E

S

0

D

ヘ カラー写真は色 をおしつける。

ト “どこか ら”みて も変化な し。

写真2イ  iこのる璽 真.もカラ 宏に 塗った廴

     《電送写真ができて、写真が早 く新聞 にのるようになった。》

F

偲

ロ どこの家 にも家族の アルバムがある。 D

ハ やわ らかな曲線。 微妙な陰影。

二 旅行するときはカメラをもってい く。

F

D

ホ カ メラは正直 一 あばた は あばた U

へ 写真は思 い出を確 かにする。

   ト フィルム。  印画紙。

写真3イ 不燃性フ ィルム。

   ロ 運動会、卒業式などにはよく写真をとる。

E

■
0

}
0

一
D

バ カメラ業界は競争がはげ しい。 S

二 鑑 蚕い坐一__^r真に と：.剋る盡こうここな至の亙 弖.う塑 皇.《美男 と醜女。》 ，廴

ホ 自黒のつよい か泛い感 じの写真。 F

へ 写真屋に撮っても らうのは不自然でいやだ。 E

ト 事件の時、現場で使われる。 s

写真4イ 写喜工業 が発達 レ.一て箇戦 き並 』遮 写.喜がと彑益よ立些

    な一=z之廴 《写真工業が発達 してカメ'7が 一般的になった。》

S

ロ クa一 ズ ・アップ された肌。 F

ハ レンズは何枚も合わせて作 る。

二 人に “とられて” よろこぶのは写真だけ.

ホ 石庭とひ さしの影。

0

U

F

ヘ カメラをぶ らさげ た家族連れ。

ト とりつくろった写真はつまらない。

写真5イ 写真は物体の影像を保存する装置である。

D

…
E

 
0

 

催

，
4

，
ロ 写真は写す人の気持ちを裘現する。

ハ 写真があると広告の効果がちが う。

E

.
S

二 塞族の黜 腋 年賀状s._.《8ミリで家庭映画を作る。》 )]

ホ2～3枚 な ら “タダ”でもらえる。 U

へ きちんと整理され 痘アルバム には、その人の人柄が しのばれ る。

ト トーンだけでボリュームがでない。

E

一
F

「

!

十

!

↓

      反応頻度

玉壅葹鑑
  ロ                    コ

275：20.8   翌621  
1  」  ，

  ロ

559142.4
  1

  ロ
353126.8
  コ

519!39.3
  ，

  ：877
148.9

  1  .一隔.

T
⊥
凱

室

8

”

 全体

n .，L%一

437；14.O
  r

  1'
419；23.1

6281』4.晶147，36.，

  ト  1  ・

1436i45・8
} ・' 一 9 一 ト '」 . 隔   冒

772；24.6

511 138.7
一.1L..     ロドコ

鰍 鰰 卜
316124gol

-  i-

366i27・71

蔀 或

旨籌飄!l i罵
      ト 

431123681 747123.9
ロヒ   ヨ  ユ     ユ  

1 3S4i2i・ ・{75・i23・ ・
   聖  i  L_.響

81i6.1}
  l     l     覃
ロの   ド のコ ロコロト  ロ リコ い   サ

646149.011104i60.9
  8                    」

 ロ
142：!0.8}
 o

737i40●711262 i 40.3
一一・・一・}一 一・L一 ： 一 一

 66! 3961 1471 4。7

62gi47.7i g43152.0
一 一 一 ・ 一1一 一

248il

40i
   

1042：79.0
  1

一 ト
    コ

  175；9.7
一一L一_ト_

8

0

  コ

275120.81
  1

172；13.0
_ F  ・啣 rl曹. F 一   塵  ・

215；16.3
一一 一 ト … 一

357!27.1 }
.，._.ト ー

5墾4・ ・3'

ト

ーll
」1
ー
ー

r

_一 凾.ト ー ・・一

1750i55.9

 ロ  ト コト コ   ロ

 317：10。1
胃7一.噌L..   r

1572150.2

卩  ，  隔  鞭  一

216 ll.9

 一.1・

464
   1

  54

1603
， 一4

   3.0

  88.4
●r，畠「一

   94
     卜
'1645

騨，一  L     し

.3～31嚠 一卿5・9

 28gi15.9! 461 ：14.7
 甌. .L、 』 .し

L勘2二 ρL蜘4.・
653i36.ol

ll}41311与 幡}誌
.3

   1    i

〇

一
5

9

.
7

，
2

，
2

.
3

3

…
84

…
15

一
14

…

14

 
32

冖
35

劔

…
妬

・
98

面

…
処

ゆ

05

曽

6

昌

4

齟

4

.

4

.

0

・

1

.

2

 

 

 

 

 
 

.

1

 
1

  ロ
640：48●5

  …

213116.1
  1

     ピ

：髓 ；1

躑_
437i33.1 1 714 i 39.4

  」..

877・1・48.4下蕨48.4
  1    1    1

                       コ 

ガ.魯 .、. し.一.一 ， 一 .  ゴ               ゴ

2351篁3.0! 448!14.3
一・… レ ー・一ト ・・4 一 一一

 551 3.ol 1701 5.4
層耄漉li'1'唇

。ゴ渝

21811216卜』，イ輪
_卜 、_一1.：'一 ヰ_.

1197166.011991 163.6
  1                  5

飄 蜘          .L.一

583：94.2} 703138.811286i41.1
  「

526i39.gl
  o

  962；25.5
  一曽 一・・ ト.

.呷噌L

9而}1勲}≧ 』.9
 L...}、..

一 幽 一 臨 一 ト   ー     一
  ロ

1!5晝 136●7
.甲nym一；.胃期」_卩

870!27.8

一一 一 一 レ ー 一.

829126.5
  ・L 曽 一  ■ ，

』

193i!4.6i247il3.6・94・'14.・

475!36.0!
.一一鞠一，一一._⊥ 畠一、..            一.

      一一__

L_卜.一.1

743'41.01218；38.9

き
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 項 目別 反 応 数(写 真 一2)

             新版の項目 《旧版》

写真6イ フィルムは白黒が逆である。

   rx写 真でみ る風俗 、流行のうつりかわ り。

   ハ 本にはさんで しまいわすれた写真。

   ニ アルバムにちょっとしたことばを書 きそえておく。

  ホ カメラをもってい くと、 自然にひ たれない。

  ヘ カメラには いろい ろな種類がある。

   ト 変にとれていてもどこかその人 らしいものだ。

…

塑

・

…
・

…
・

…
・

『

1
 

 

 

 
 .ー

 

 

 
，
 

 
1

一
 
1
 
 

 

=

S

 

一

止

1
.ー

1

 

=

F

一
〇

一
E

写真7イ 写真 耳ンクールが さかんだ。

   ロ 露出計。  フィルター。  ス トロボ。

   ハ 写真になる顔。

磨 魅
           コ

 268120.3
   1

  ロ ロ コ コココ マ コ コ コ コ

   コ

 481 ・36.5
一… 十 一… ・・

 315123●9
一一一一十 一一・一

 416131.5
   1

冒 曹  '喞 鹽 ロ，9' 一 辱  一 一  一

   ロ

 2001!5.2
_ ，   ， _幽一 } 甲 噌 _ .F

    

 503138.1
一一一・一十 一一一一一

 455134.5
.・一_L一_一 〒

 反応頻度

王
 コ        コ   ココ     ロ ココ ツ     

        全体

L

                                ↓一二 友燵 《友だち》がくると
、よくアルバムをみせる。        1

ホ 写真ではその人の心の中まではわからない。

へ ひからびた思い出。

ト 赤ちゃんがいるとパチパチうつす。

0

一
F

㎝
D

…
E

「
U

一
D

   ロ

 278121.1
一 ， 一_」_呷 一 軸 曹 一

 347126.3
一一一一十 一一 一。

 491 137.2
   1
冒 ， 一 膚 一 一，一 瞳 一 ̀ 轉 齟

  1

層 一 一 璽 一摩_ _ ・. .. _ 一

  ロ

 462135.0
一一一一1一一一一 一

 285121●6
  1幽 畠 一 一 一 “1一 一 喞 一 一 卿

  1

一一 一 丁9丁⊥_慨_ _』
  コ

 474135.9

一・一 一一 十 一 一一_ _

  ロ
 465135.3
  1
鴨 o 階 一 膊1一 甲 闘 一 馴 ■

  ロ

 153111.6
一一一一十 齢一磚一一

585!44.4
  0
  コ  ロ コロロ コ ロ コ コ ロ

   

543141.2
一一 昌.一5， 一 一 一 ・ 一

  ロ

281121.3

一一 一一 一ト ー 一・一一 ・

134 110.2

一__」_一_.，_

  女性

⊥.⊥ 二%。
   ぴ

 358119。7
   ，

ロ   コ コロ リヒ の サ コ コ ロ

   コ

 546・30.1
… 一÷ … 一一

 542}29.9
一一一一己ト ー一一一

 844146.6
   6
     コ  ド ロ  リ ト  ロ ロ  コ コ  コ

   コ

 167。9.2   曇
一9 騨 曁 觀L _ 骭 H 暫 一

   コ

 440124●3
一一一一十 一一 一

写真8イ 新聞祉とカメラマン。                 一一『

   ロ 写真がうまくとれた時 は、誰 《だれ》でもうれ しいものだ。

   ハ 日本のレンズは優秀だ。

   二 心霊写真0 .一.念宴Ω__L!_FOs_《 黄色も青 も 白と黒》

   ホ 昔のアルバムをみて話がはずむ。

   ヘ カメラは精審機械である。

   ト シルエツ ト。

写真9イ 目とカメラの構造 は物理的には同 じ原理である。

   ロ 写真をとるときは、皆すます。

   ハ 白黒の美。

   二 写真は子どもの成 長の記録になる。

   ホ 写真と実物 はずい分違 う。

  へ “年をとらないの は写真だけ”

   ト 旦杢製 の.カ2廴ラは姓国で.もi負名0 《カメラは日本の輔出のホープ。》

7三・i4・・虫182137・7

       トコのコ サ

369：28.01628i34.6
     r 旧 一 膊 卩L ■ 一 一 層髄
       コ

      626：34.5

     一一一一十 一一一一一

      321 [17.7
       0

     ロ に コ コ コ  ロ コ ロ ロ コ
       コ

404132・ ◎L
.攣1蠅 、

       ロ

     488126.9
       t
     リ ロ ロ コ ロ  ロココ リ コ
       ロ
     1010・55.7       1

     一 冖 鰌  一 層 卜 一 曽 騨 一 一
       ニ

     13017.2

     一一一一十 一一一一一圏

     610133.6
       ，
     ロ コ コ の    ト コ コ   コ  ロ

       コ

     1063，58.6       1

     ロ ロ コ ロ   レ ロ ロ   ロ ロ
       コ

     .照1.P辺

     」壁L各 引

L蹴!顕
ゆ          ロ

!2釁 照晒
134・0

 

[
S

一
E

皿
S

}
U

「
D

〇

一
F

 .`=一〒一 丁一 一'一=一一L・-尸一』一一 ニー一 一 ・蔦一.一一_ 瞥▽_____=コ ー___.

tJ

S

 …

 Fn

〇

一

E

一

F

}

D

}

E

一

一

 

 

曹

 

 

曹

 

 

一

 

 

一

一

 

 

一

 

 

，

 

 

一

 

 

一

写真10イ メーカー。 販売網。 至{ .スカーウン上 シ旦艶コニ《デー ラー》。

   C1写 真とはヴィジュアルなものだ。

   ハ むやみに写真をみせたがる人 がいる。

   ニ カメラのメカニックな美。

  ホ 写真 をあげたりも らったりする。

  へ ``使用 《服用》前” ``使組 《服用》後” (ヤセグスリの広告写真)。  U

   ト ニ銀 互フ廴 《ピンホール カメラ。》                0

                     し

185114.0   1481 8.2
リコ コロし コロ コリに   リ ロロロし ロロ コ コ
                     ぼ

406130.8   839146.3
一一一一1・・一一一一一一一一….十 一.臼一，

250119.0  278115.3
  1                 ，

 コ   ロ ロココ コ の コ の リ   ロ コ   の  ト マ の コ ロ ロ

 し               コ

614：46.6  1127162.2
ロ ロ コ リ し ロ コ コ リ ロ サ コ ドロ ほ し ロ ロ ロ ロ

487i36.953gi29.7
一 一一十 一一 一一一 一 一一一 斗 一.一 一.

 コ              
237・18.0  343，18.9
 1                 8

 リ ロ の リコロ ロ ロ ロ コ サ コ リ コ コ コ  ト ロ ロ   コロ

 コ              ロ

457134.6   348119.2

  ・一一十一・・〒一一一 一 一一L_一_一

._P_上 一.2廴一
  ヒ

 626120.0
  ■
ロ の の   ロ   コ ロ ロ コ ロ

  ロ

1027132.8
  1
一 一  一 } 一 ト ー 層 一 一 呻

  コ

 857127.4
一一一一一ト・一一一一

1260!40.2
  1
幽 巴 一  一 一 t  一 曽 一 辱  即

  ロ

367；11.7
一 一 一 骨 需 L _ F 胴 ■ 一
  ロ

943130.1

一 一一一 一トー 一一一 一

   し

 614119.6
一 一 輙 _ 一 L 呷 ， 暫 一 薗

   に

 606：19.3
一一・・一一ト ー一一一

1107135.3
   幽
コ ロ  ロ コ ロ ド  ロ ロ  マ  ロ ロ

   コ

 997：31.8
巳 層 曹 一 _ L 膾 r 一 一 _

  ロ

1088 134.7
一一一一 ト ー一・・甲

 606119.3
  ，
リ ロ コ ロ ロ ド コ の ロ ロ コ

  コ

i243139.7
_一_， .」__1.一__
  ロ

 962130.7
  ，
ロ ロ ロリ ロヒ コ  コ コ サ

  コ

1475，47.1
  1
一  一  一  輯  一 ト  ，  一  曽  辱  謄

  ロ

 28319.0
一・一一一一ト ー一一一

1195 138.2
一… 十 … 一

1606151.3
  ロ   サ ロ レ     リ コ の

456i14.6
  ，ロ ロ ロ リコド リ コ ロのロ

28219.O
  l

L鋤 噸   ぼ

1245139。8
   1ロ コ コ のロ じ り ら   コ ロ

 528116。9
   圏
謄 一  皿 響 一  ト  H 一 一  r  鹽

   ロ

1741 155.6
一 一 一 一 一 L r嘗 冑 一 ”

    

1026132.8
  「コ ロロ ロロドロ コにロ コ

 580118.5
  圏
一 一 曽 一  脚 卜  一 層 一  凵鹽 臨

  コ

 805：25.7

        コ

 484!36.7   476!26.3 一一一一一L一一一一一 一一一.十 一一一一一

   ロ               ロ

 243118。4   257114.2 ロコ のロのぼロ コ ロコ コ  ロ の ヨコ ロレロ ココ コ

   コ                 コ

 406130.8   725140.0 
一一・一十 一一一一一 一一・一・・ト ー一一一

 156111.8   1771 9.8 
一… 一i一一… 一 … 一1一一一一一

 414131.4  1084159.8 
ロロ サココ ギし ロロロ ロロ  ロ サロ ロし コロ ロ 
  ロ                  ロ

 340125。8   499127.5 
・… ・一一1・・一一 一.一 一...一 トー ⇔一 一.

 595i45.1   405 i 22.3 
1P・'”iL一=一 』已怯 一 一 一一 ・尸r・，

己=L職」墨一..=；__
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項 目別反応数(木 一1)

   F一.

新版の項 目 《旧版》

木1イ

              一

木材は水に強い。

口 鏡 台。 洋腿ダ之ス 《洋ダンス》。 整理ダ ンス。

ハ 之ベ リヱ 《ビルマ》、カナダは木材の庠地 として有名。

二 椿のかたい深緑の葉。

ホ 枯れ枝をあつめてたき火をする。

へ 丞の毒 、.ゴニ氣の毒  《キ印》

ト 木の枝を折るのはかわいそう。

木2イ 植林。  緑化運動。

口 積木。  エンピツ。

ハ 緑の濃淡。

二 おまえ 《お前》の目はふ しあな。一一囮 ■凾「幽一h.一

ホ 木の緑は心 にしみいって くる。

へ 植物である。

ト くちた落葉 をふむ感触。

木3イ 年輪は形 成層の働きでできる。

口

讐黠続斃難潜雛甜農ぞ灘螳変ね舩
ハ ほこりをかぶ った木はあわれだ。

二 熱帯林。  温帯林。  寒帯林。

ホ 木の根元 に堆積 した苔。

へ スベ リ台。  ブランコ。  シーソー。

   ト
{  } }

 木4イ

木でハナをくくる。

衷南.アジZ《 南洋 》ではゴムの木を栽培 している。

口 主土之 ブ ・ユ ァゴ ヤ.慧皇，《子 どもはよ く木登 りをする。》

ハ 木のた くましい生命力。

二 コンクリー トについた板目。

ホ 葉の落ちた木はれび亙込 《侘び しい》。

へ 炭酸同化作用。

ト 枯葉のにおい。
一
 木5イ

                ..一一「 「=                      一  ■一 ▼-}胃}7 .一

木の切 りすぎは砂漠化をま#aく 。

口 木彫 りの茶た二 《銘 々皿》。

ハ 葉緑素。

二 森の中の暗 さはこわい。

ホ 「一」をたすと “本”という字になる。

へ 冬枯れの木。

ト 製材所。  木工所。
                          一一.一一           一一一.

領域

」-}¶ 一 一

     反応頻度

濁「譖気
    l     l     [

13.3目0515.8

.一 一.一

  男性一.一一 一

 n

1

 一替

0

.7蓄魁 一 〒}

 176
，_!

n 402 30.5180049.1
      r

1
S 542

1-

41.1，549；30.3

F 255

701

19.3394；21.7

 ら誹 繭b憲

     卜 L

n

 U

i

 104
一}層 一 啣 一

 456

 7.9
尸 罸 一」一 「，

34.6

   犂

 85；4.7

      _r

769142.4
 一_L L

_」.F.

 DO

 EU

，F

ド

                全体

              .』._L墨

               281i9.0
                 聖
                コ ロ リ ロ ド   ロ ロ ヒ リ
                 ロ
               1202138.4

                 卜
               1091134.8
                 ト
               649120.7
                 L

               1624151.9
                 r
               l8916.0

               ，225；39.1
          _L_L_._._Ln一_.一
              コ           び

S58444・3!68gt矧Pア3!4鐙

D35627・0；520i28・7876128・O

F26119・8}410i22・667彗2L4

… 7・1L33L!鮒27轡

           コ                  ロ
 E45634.6723139.91179・37.6
           コ                    ニ

         ，』'塵，十  幽一一    t

 O    448  34.0   678 137.4  1126136.0
           コ                   

F438鍬
一瞳 拠 魎 璽

・43・32・ ・匝36・7レ!g旦t3・ ・1

 S53740.7{590：32.5! 1127136.O

        l l [ i...一
 E】531L620311L2356111.4
           コ                    ロ

           「      ， 0    812  61
.6  1095・60.4  1907160。9

           ユ                    コ

           鬮 '圏'   勤 
F40030.31568131.398130.9

           1    一一 一ト ー一一

 D2璽8璽6.5439124.26712】.O
           l               5
           ド           コ    ヒ      ロ   リ ロ

           ロ               ロ

    81 6.】 u          64，3.5               1514.6
，.、_._一一_._ ._ .一⊥._ _I       l

S3993… い4吻1・4・i27・ ・

llii lili際1谿1署li                                   

E34626.257。13L、1函 臨 ゴ

。977111。 、i，.8}、 。3i，.，

   ⑫ 遡'璽 拠 ・'睡 適
S77959・'!1051…58・Ohs30…58・4

                                

        ロ                    ほ

199  15.1 1 2991】6.5            4981 15.9     1 
一一一レ    L一一.・・一

308  23.4} 417；23.01 725i23.1

3622司683酬 顧33・ ・

175  13.31 188110.4 1 363111.6

；；離 飜：欝 ；鷺：1
一一_」 一 葉_._.1一 ___L_._.L__」 一 一一.
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項 目別反応数(木 一2)

新版の項目《旧版》

木6イ 慣 のよって育つものと育たないもあがある1.

  ロ ラワン。  ベニヤ。  マホガニー。

  ハ 火鉢にぎっしり並んでたててある炭。

  二 豊かな木≦L__慧.戴 翌 木翫 《まず しい木。

  ホ 工作に使 う。

  へ 木のない生活は味気ない。

  卜 塑 三騒 璽 望墜 とす そこつ者・

⊥ 一」

豊かな木。》

磨幽 蠡
           コ                    し

         30811 .0   520116.6
           1                1           ド             

 

         480126.5  938129.9
           コ                  し
           ，      「         215

111.9  415113.3

           卜      ，         6
19134.1  965130◎8

           騨                  「

         738140●7  1330142.5           1                  ，

           コ                  コ

         1150：63.4  1881 160.1
           し               し

木7イ 日曜大工 。

  ロ 木 はがまんつよい。

  バ バルブは松柏類の材 をほ ぐしたもの。

    幼芽の濃 いあかさ。

o iZi2

S I458

F I200

E 1346

D I592

F. 1731

U I 98
.一一「 一 下 π

D

…
E

…
〇

一
F

   7.4

877i66●5

  サ
359127.2

  ロ

182113.8

  ：

136110.3
  8

  ほ                    コ

1121 6.2  2101 6.7
  1                1

  11091 
160.2

  卜
628；34.6

  卜

246；13.6

  ト

251 113・8
  1

ホ 浮気者。 (キ が多 い)。 U1341102

へ 国有林。  林業政策.     コ
S621147。1

ト ほっそ りした木。

木8イ 木は根から養分をとる。

     

F326!24.7

  一一十 一
〇   339125.7

114

  …
695；35.6

  2

647135●7
<，；

411；22.7

エー，罵一厂 ↓. ._.=_..

60.211968

 一  . .コ

62.8

34.61987 31.5
L一 一 一 馴 ・

13.7

12.4

13.61428

13.81387

r一 邑 雫 甼 一

6.31248 7.9

35.611266 40.4

35.7  973
 

31.1

皿 』 一剛 齬
   ]

. 一

ロ 製紙工場。  バルブ工場。     ロ

S275120.8
  L
255；14.1
  「

   750
123●9

  L

ハ 玄関などによく生花がいけて ある。

  ロ

530!16.9
  圏

二 植物の成長i”は水 ・空気 。日光が必要である。

    コ

D219!16.6
    ，

  ロ                  コ

472126.0   691 122.1
  ，                  1

0 525i39・8693i38.2

ホ 木彫りの製品には素朴な味がある。

へ 真中だけ すご くへ った階段。

F4ggi37.8
  コ ロサコ ロロロコ ロの コ ロ

疋1   121i 9.2

  r
687；37.9
  し

119
  r
982154.2

  1

212；11.7

1175164。8
  「

1218i38.9

  コ
1186137.9
  L

ト 生活のやすらぎになる。
一 一励 二=一・冖一 再門 一戸ユ ._            一「一膾，特嘲 一._    _        一一_rP 、一_「 、                             一

 木9イ 榁野血_営 魅署0_.農 丞劣廴.《農林省。 林野庁。 営林署。》

一

 s

ロ 子供の いる家庭 ではクリスマス ・ツリーを飾る。 D

ハ 被子植物。  裸子植物。
0

二 物言わぬ木。
E

ホ 切 り倒 した木の匂い。 F

へ 林業の機械化。
S

ト 梅干 しばば あ。  とうへん木。

                       〒     7
U一 一    一

 木10イ 庭の手入れ。

一一.

 D

ロ 化石の葉 っぱ。
U

ハ 合板は木材の欠点を補 ったものであ る。 0

  二 古い木は歴史をみてきた。
.「 曙 E

ホ 天井。  柱。  敷居。 D

へ 雨にぬれ た幹。
F

   ト 防風林.  防雪林。  防砂林。
一 『一   津=啣        .一一 .・一・.     辱_† 層

S
一..㎎. 

    ロ

E657149.8

    …
   283。2!.5

    …
   67715L3
   ●    1

     コ

6●6  2401 7●7
     1

  じ

1639152.3
一 ÷一 ・

4951】5.8

  …
1852159.1
  1

   

296!22.4
  t

  ロ                  コ

446124。6   742123.7
  1                  ，

417；31.61605；33.411022；32 .6

  コ
626147.5

  [

229117.4

一    ，

  ロ                  コ

879：48.5  1505148.1
      ロ むロしロロロコロ  コ                  コ

22 112●2   45011494
  1                1

ios

  1    .一            15

24139.7   906150.0

   

169!12.8   191  10.5
  1

8・387i4・8196i6.3

   『.τ諏一 一卜一㌣ 一 一」尸  一 一一コ哽「噌 一一野 一一・ ..
           コ

        1430145.
          し  コ

360!11.5
  ，

121i9.2

  ロ

655149.7

  ほ

477!36.2
  0

___r__________r____ .

46；2.5167；5.3

一._L_....___.L.._...

1015156.0  1670153.3

653136.・113。{36.1

  ロ
269020.4

  …
422i32.0

_..み 鹽.

429123.7698122.3  …        …

384；21.2   806125.7
・博               薪ア窄碕而彜  _ ，
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項 目別反応数(茶 わん一1)

新版の項目《旧版》

茶わん1イ 陶器には くすんだ中間色が多い。

]垂
ロ 通常、ごはん茶わ一ん 《御飯茶碗》をさす。

ハ 弛 表 《茶碗》の産地は中部地方に多い。

二 あとかたづけ。

ホ 植木鉢の底のカケラ。

へ よい蓋わん 《茶碗》をみ るのは楽 しみな ものだ。

F

      反応蘋度 勇再 一}…「一一痴

性

五=一 一 一[五工 螂2

87i21.8i351i19.4
  1                  1

0    861 i65.3

S

  '一'十

DI735；55.7
    1

  旨1289
・71.1

..一 r 一一醜

 全 体

n  %

63$'20.9
  1

18・ …嚠its
.___L・ ・51

   r2!50
168.6

   r___.__li 302；9.6

U 1331 10.1  ■

    コ
E230117.4

圃 ； ill：；

11126…62.山861…59.4

89；4.9i222；7.]

ト 金物の急須でいれたお茶はまずい。

茶わん2イ 茶わん 《茶碗》は 日本人の食生活 から きりはなせない。

F

S

丁函

卿 ・!.54.1一一一一一E

642i48.71 817 i 45.1
0 r 一 一 .1一 _ 一.鬯 糟 臨           し

  コ

206115.61
  1   ユ

ロ 瀬戸物 。  焼物。

ハ 人が くると、まずお茶をだす。

二 ``たた けば 楽 器” 。
``投げ れ ば 武器 ”

。

ホ 清潔な蓋ねん 《茶碗》をだす蓋店 《食堂》は感じがよい。

へ .，. .ん《茶碗》のにぶ い光沢。

ト ≡馳 ん 《茶碗》か ら湯气が出ているのは ほのぼのとする。

  ：1704
，54.4

  」

U

n

U

306；23.21 500；27.6
一一 1    一一一 ト ー一一

.1!旦L蜀7714・2

279；21.2

1459 ・46.6

E

F

806}25.7

ロ ロ ロロ ヒ   ロ     

19216.1

ト

し
；

ー

ト

ー

ー

156；11.8

茶わん3イ 子どもはよく蓋わん 《茶碗》をは しでたた く。

    ロ 模様の選び方にも人が らがでる。

    ハ 陶器工業は日本 が優れている。

    二 紅茶の深みのある色。

    ホ あわてていると よく割 る。

    へ 茶1わ.ん《茶碗》は容器として用いる。

    ト 四角 だった らごはん 《御 飯》粒がすみに くっついて園るだろう

  E-一

茶わん4イ マンガのついた益わん 《茶碗》。

D

E

J

4

S

L-

2

a

D 5

O

U

2

2
」一

n

弖16i・回
  l     i

濃i淵
  ・   L

25gi19・ ・!

  ロ
241118.3

  i
574143.5
     L

288i21.81

225i17.1i
  l    l

  」   1

  「      1369

120.4   648120.7
 ロ ロ  り   ロ   リ     コ ロ コ   レ ロ ロ ロ コ

141i7.sl297i9.5

 .1一 一 ・ 一 一4一.一 一 一 ト..一.一

穿6；剄 隻1521難

6ggt38・・い?・7沖

921 i50・8}1375 i 43.9

  ：

325；]7.9

  卜
343118●9

  …
823・45.4 

-1

533i40.qi748}41.3i

`176；15
.2

  ：

233112.9
  5

  1

 』「層.L ._   _

584118.6

.一 一.ト.，..

  コ
584・18.6

一.一.」 齟.

  し
1397144.6
  L

  ・… 一E

119： 6.61 250： 8.0  

1 1 i

401 ；22.1 1 68/ 21.7

  1一一 一一一4 …890；49
.1 ；1497；47.8

564 i18.0
  8
  コじ コ ロ   ロ  

458!14.6

  …1281 
140.9

ロ 茶わん は無機物 である。

ハ 茶わんの柄にも流行がある。

二 思い出のある茶わん。

0   131      9.9

S28・ ・21.2
_

E607146.ol
    l

ホ 台所。 タワシ。  エプロン。 DI579；43.9
    嚶

ヘ シンブルな線の調和。 F

ト 余興にバ ットの代わ りに使 う。 U

茶わん5イ 飲食の道具である。

    ロ 漱声は葢〕ねん 《茶碗》の産地である。

    ハ お茶をのむ雰囲気。

    二 大 きな茶わん 《茶碗》で も “一ぜん”は “一ぜん'，

    ホ 陶器。  磁器。

    へ 色 と質感。

ト ごはん茶わん 《茶碗》は毎日使 う。      J

O

S

4'

3：

F 9

U 2

3

2

s

U

F

ll
一

109；8.3

477i36。2i512i28.2

323i24.53。7116.9

  …        …
401 130.4   625・34.5  

1________..._L

215；16.31 231；12.7
一一 一一ト・一一 一一   ト

337!25.5   478126.4

24811，.81，28{23.6

63輛 す11磁1き
  、k  _一」一  __」一

瓣
     し

815145.O

  i  -

586：32.3
  0 ロ ロ じ ロ  コ コロ

65i 3.6

1394 ：49.5

×81 ；31.3
  ●

174i 5.6
 一1一 齟'

989；.31.6

  ト

630'20.1
  1

1026132.8

446；14.2
  し

 R15：26.O

l676i21蓋

 .=._

」 ]677；53.5
   .↓ 、 .  、
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 項 目別反応数(茶 わん一2)

            新版の項目 《旧版》

茶わん6イ 茶わんの製法は.中国 《支那》から伝わってきた。

コ 塑L
ロ 衝撃に弱いが熱に強 い。

ハ 自分の茶ねん 《茶碗》。

二 産地 によって いろいろな焼物があ る。

ホ 食器が代わると気分までかわる。

へ 蓋hん 《茶碗》一杯に 米粒がどの位入るか?

ト 単彩の味。

茶わん7イ 窯でや いて作る。

ロ かけた茶塑.ん《茶碗》はあぶない。

ハ 薹わLん《茶碗》の値段 は製品によ りいろいろ。

二 歯にあたる時のかん じ。

ホ 素焼はうわ ぐす りを用いない。

へ 引っ越 した後に、1つ 残 った基ぬん 《茶碗》。

S

0

n

s

E

U

F

『b

…
D

l
L

S

F

0

ト 割ると気分が悪 い。

茶わん8イ おヘソで茶をわかす。 おちゃのこさいさい。

      tJE
      U

ロ 近頃の茶耋2.ん《茶碗》は工場で大量生産され る。

ハ 流 しにだされた食後の茶ね ん 《茶碗》。

二 日本の特産品。

ホ 原料は陶土、磁 土などである。

へ まこころがこもるお茶。

ト 素焼の感触。

茶わん9イ 磁器の冷ややか さ。

ロ 台所で カチャカチャ 洗 っている音。

ハ 焼 く時の温度 ・時間などによって硬さが異な る。

二 揚呑茶わ表 《湯呑み茶碗》の中の入れ歯。

ホ 日本は有数な陶器の翰出国である。

へ 愛用す ると 割 れる.ま頂 《われる迄》はなせない。

ト 新茶のあおくささ。

茶わん10イ マ ッチのもえかす ・タバコのすいが ら。

匸1電 気の不良導体である。

ハ 蚕わん 《茶碗》を見ても、その人の趣味がわかるような気がする
。

二wrバ ー トの食器売 り場。 セ トモノ屋。

ホ ヒビの入った蚕ぬん 《茶碗》はいやだ。

へ 白と藍の単純な構成。

ト 景品にもらった蓋わ一ん 《茶碗》。

S

D

S

0

E

F

F

D

0

U

S

E

F

…
U

0

E

S

E

F

ユD

_.一__.一 一反応頻度     一一

.塁燵.」 ._苳 粧 ニユ ー π杢伝 『
一一]益 」、』.⊥ 斑 」一し 互瀦 匸

167i12.7133i7.31300r9.6
  ロ

285121.6
  1

ト
  コ
845164.1

  コ
378!28.7

530140.2
  5

  コ
297122.5

 コ

1361 10.3
 ，

400i30.3
  コ
615'466

  コ

371 128.1
  コ

248118.8
  1

110；8.3

  r261 
・14.4

  1

  r
1190；65.6

  卜
514；28.4
  「
  じ

958152。8

  L
365；20.1

  卜

203；11.2
  1

505i27.9
  ト

  コ
1007155.5

  し
  コ
533129・4

  じ

279!15。4
  1

  r111
 6.

レ'一一

 9.

  ト ー一一.

546117.4
  ，

2035；65.O

  L

892 !28.5
  8

1488147.5

  コ
662121.1

339 ：10.8
  1

  ； 一905
128 .9  塵

騰 膣
  3
1020156.

  1421 ；23
.2

  L

  コ
1622 15!・8
  し
  コ

904 128.9
  ，
   

527116.8
  1

  コ

704153.4

  …
365・277

  コ

223：16.9

5161391

  ロ
365127.7

一… ÷ 一一

3071233

479[36.3
   

381 128.9
  1

総  ロ

1724 155.0
一 一 ト

786125.1  L

254；14.O I 477；15.2
       卩

744  41 0  1260140.2
       ，

1777124 .8

  卜 
661121.l

  L

 1285!41.0
  卩

        じ

       1015132●4        1

  に                 し
216：16.4   484115.5

909；6$.9

  ほ

216116●4

 に
11718.9

146；11.1

   

749156.8
  卩

  ：283
121.5

  ■

12244；71.6

    2

  399112.7
    1

223；7.1
  レ

1561 8.6   302： 9.6
       ，

122516?.6  1974163.0
        願
  r353

119 .5  幽

器斜 鬘諺1：

  r636
120.3

  ，__T_
199；6.9

  L

180；5.7

457；34.6
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項 目別反応数(お 金一1)

新版の項目《旧版》

お金1イ 流通手段 。  蓄 蔵手段。 支払い手段。

ロ ベースアップ.  ス トラ イキ。

ハ けちんぼ。  よ くばり。

二 食黄。  家賃。  光熱費。

ホ 都市 《市中》銀行。  信用銀行。

へ 沈黙 は金な り◎

農協。

トユ登?■ ゐ__銭 うL弖な艶廴 《銭うらない。》

趣柱
  0

   男性
   一τ一'一
   → 一
  416131.5
    量

S11318.6

    卜
E543；41.2

    コ

D673151.O
    l

S    614146.6
    1

F158112.0

    ロ

U  12019.1
    1

   反応頻度

鶸 壅蚕1τ蓋 一

お金2イ 家計のや りくりは悩麹のタ塾.《主婦の仕事》。

ロ 通貨。  貨幣。  銀行券。

ハ お金は人間の弱点を暴露 させる。

こ お金と芸術は縁がない。

ホ驪韆僕鍔 誤寄垢紗評攅立か・

へ 日本は貯蓄率が高 い。

    1'D356027.0
    9

      じ

451   867127。7
  f   ト

 751  1881 6.O
  l        l

  コ           コ

9281 1471147.0
  し       L
  ロ           ロ

11031 1776156.7
  ，          1
  ド

7631 1377144.O
  l          脚

  ロ          コ

1971 355111。3
  し       L      コ

1081  2281 7.3
      0

    コ
0    510138◎7
  -o一 一〇L一 一〇一 ，.
    コ

E468135.5
    1

膿 ：l
   L

  11136 
136.3

  幽

    ロ

F11818.9
    1

U438i33.2

    i

ト お金で身 を至ち.亡ず丈 《くずす》ことがある。

お金3イ 現金。  株券。  不動産。

   ロ おこづかい。  お年玉。

   ハ お金には紙幣と硬貨がある。

   こ お金がないとみ じめな気がする。

   ホ お金の使 い方は家によってかな りちが う。

   へ 硬貨についている独特の匂い。

   ト 飲んで しまった電車賃。

           コ

      S264：20.0
         一一一一十一一一一一

.__一 上IL 483…36・6

お金4イ 競馬。  競輪。  宝 くじ。

   ロ 通貨は国家が管理する。

   ハ 子どものための積立貯金。

   二 お金は人の世の裏 《7 「)つり》 を知って いる。

   ホ 新 しい銅貨の人工的なあかね色。

   ヘ ギザギザを数 えた ヒマな奴。

   ト 卸売物価指数。  小売物価指数。

お金5イ ⊥円玉 《低額貨幣の色》は安 っぽい。
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    i

ct価 値評価の基準 とな る。

  コ                    ロ

233112.9   497：15.9
  I                l

  r       r588
132.4  1071 134.2

    1

バ ク レジ ッ ト。  信用販売。

二 古代ぎれの財布。

ホ 「三途の川」でも値切れるか。

へ お金に縁のない仕事の方が純粋な気 がす る。

ト ム ス代g .一._一，.電車 賃匝_《 普 通 父 親 が か せ ぐ。》
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項 目別反応数(お 金一2)

            新版の項目《旧版》

お金6イ 家af _.._，ζ.づ迦迎娠廴 《主婦と家計簿》

   ロ 翰出.  貿易。  ドル地域。

   ハ 所有者の名前が書けない。

   二 消黄は国家経済を刺激する。

   ホ お金がな くても 豊か塗 《ゆ彪かな》人がいる。

   へ 浮き出してみえる立か虹摸様 《夢殿のすかし》。

   ト賭 番付・ 鱒 騰 《・・クフ・ラー》・  。」.
お金7イ 国際収支は ドルではかる。

愧L惑堊謬鑑葱
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ロ 鈴抖旦」一一._給与明麺鉱 《月給日。 給料袋》

ノ、 インフレーションo    テ鳩フルーション。 7 丿ミネーションo

二 お札に書いてある “落書 き”

ホ 極度の貧困は人間性をかえる。

へ 金貨。 銀貨。 銅貨。

ト お金は美的なもの ではない。

お金8イ 日曜日に家族そろって買物。

ロ 経済論。  財政論。  金融論。

ハ セロテーブではったお札。

二 市場価格。  卸値の変動。

ホ わずかなお金でも心のこもったお くりもの。
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へ 銀行からも らった貯金箱。

411 ；13.]
  「

ト お札の くすんだ色調。

お金9イ こまかいお金は財布がふ くれる。
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禦對i難i
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1805：57.6
  し

707；'12.6
  ，

ロ キツネの木の葉。

ハ 紙のクシャクシャした感 じ。

二 通貨は 日銀から発行され る。

ホ お金の使い方によ って その人の人間性がわかる。

へ 古銭のおもしろい形。

   ト 中小企業の資金繰 り。

お金10イ 相場。  金融業。  カブh町 。

ロ 小銭を貯金箱にためる。

ハ お金は造 幣局で作られ る。

二 お金が人 をむすび つけた り、 はな したりする。

ホ 窓ガ ラスに干 してあるお札。
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